
深谷赤十字病院 日赤通り

当院へリポートより赤城山を望む伊藤院長

　ＣＯＮＴＥＮＴＳ

●新年のごあいさつ　伊藤院長
● KCT Live Demonstration2021 開催   
●密着取材！循環器科医師の１日  
●地域医療連携だより   
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大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
ま
た
多
様
な
働
き
方
実
践

企
業
と
し
て
プ
ラ
チ
ナ
認
定
も
更
新
し
ま
し
た
が
、

働
き
方
改
革
の
議
論
の
高
ま
る
課
題
の
１
つ
と
し
て

あ
る
の
は
確
か
で
す
。

　

私
が
院
長
に
就
任
し
、
令
和
４
年
3
月
で
９
年
が

経
ち
ま
す
。
あ
と
３
年
で
定
年
を
迎
え
る
た
め
、ち
ょ

う
ど
４
分
の
３
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
第
４

コ
ー
ナ
ー
に
差
し
掛
か
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
、
も
っ
と
深
谷
赤
十
字
病

院
の
未
来
に
向
か
っ
て
の
中
長
期
的
な
展
望
を
示
し

て
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
第
４
コ
ー
ナ
ー
か
ら
直
線
の

ゴ
ー
ル
ま
で
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
の
流
行
状
況
に
よ
り
、
計
画
は

変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
深
谷
赤
十
字
病
院

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
さ
ら
に
強
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
具
体
的
に
は
①
診
療
機

能
の
充
実
、
②
経
営
改
善
、
③
医
療
の
質
の
向
上
、

と
大
き
く
分
け
る
と
こ
の
３
つ
を
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
深
谷
赤
十
字
病
院

院
長 

伊
藤
　
博

令
和
３
年
を
振
り
返
っ
て

令
和
４
年
と

　

そ
の
先
を
見
据
え
て

　

令
和
３
年
は
一
年
を
通
し
て
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ

れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
一
昨
年
２
月
の

ク
ル
ー
ズ
船
コ
ロ
ナ
感
染
者
受
け
入
れ
か
ら
始
ま

り
、
今
ま
で
に
３
０
０
人
以
上
の
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん

の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
８
月
の
第
５
波
は
、
病
院
の
死
力
を
尽
く
し

た
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
病
床
数
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

を
上
回
る
ほ
ど
の
患
者
さ
ん
に
あ
ふ
れ
、
現
場
は
大

変
な
苦
労
を
し
て
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
た
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
あ
の
よ
う
な
状
況
が
も
う
来
な
い
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
長
谷
川
副

院
長
を
中
心
に
、
積
極
的
に
地
域
の
医
療
従
事
者
や

住
民
の
皆
様
に
対
し
て
た
く
さ
ん
の
接
種
を
行
い
、

地
域
の
基
幹
病
院
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
は
、
病
院
の
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
特
別
な
記
念
行
事
を
含

め
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
と
な
り
、
残
念
な
一

年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
令
和
２
年
に
は
、
記
念
樹
と

し
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
の
植
樹
式
や
、
令
和
３
年

に
病
院
機
能
評
価
の
認
定
を
更
新
し
た
こ
と
は
１
つ

①
診
療
機
能
の
充
実

　

ま
ず
は
診
療
の
中
心
と
な
る
医
師
と
研
修
医
の
確

保
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
研
修
医
に
つ
い
て
は
副
院
長

時
代
か
ら
ず
っ
と
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

こ
最
近
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
定
員
い
っ
ぱ
い
の
研

修
医
が
励
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

ま
た
新
規
と
し
て
は
今
年
4
月
か
ら
、
千
葉
大
学

よ
り
新
た
に
泌
尿
器
科
医
師
を
迎
え
る
予
定
で
あ

り
、
今
ま
で
に
な
い
泌
尿
器
科
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
10
年
来
の
願
い
で
あ
り
、
大
変
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
充
実
し
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
や
他

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
そ
し
て
働
く
環
境
や
診
療
機
器

の
整
備
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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◀
右
か
ら

　
　
　
中
島
事
務
部
長

　
　
　
伊
藤
院
長

　
　
　
柿
澤
看
護
部
長

▲少彦名神社　
　　「首ふり虎御守」
少彦名神社は昔から、日本医薬
総鎮守　病気平癒・健康成就の
社として知られています。

し
て
重
要
な
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
と
し
て
も
地

域
住
民
の
皆
様
そ
し
て
職
員
に
も
安
心
感
を
与
え
ら

れ
る
病
院
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
令
和
元
年
度
に
開
催
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い

病
院
体
験
」
な
ど
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、
ぜ
ひ
再
開
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　　　

院
長
室
に
は
い
く
つ
か
の
お
守
り
を
飾
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
、
昨
年
の
丑
年
で
あ
る

「
赤
べ
こ
」
は
な
か
な
か
難
を
救
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
は
寅
年
と
い
う
こ
と
で
、「
首
ふ
り
虎

御
守
」
と
い
う
虎
の
お
守
り
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
大
阪
に
あ
る
「
少
彦
名
神
社
（
す
く
な
ひ
こ
な
）」

の
も
の
で
す
。
こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
「
少
彦
名
命

（
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
）」
は
薬
の
神
様
で
、
一

寸
法
師
の
モ
デ
ル
と
も
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
こ
そ
は
病
気
平
癒
や
健
康
を
守
る
こ
の
虎
に
活

躍
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

今
年
の
干
支
は
寅
年

②
経
営
改
善

　

経
営
改
善
に
は
、
当
然
な
が
ら
増
収
の
努
力
と
支

出
の
削
減
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

増
収
に
つ
い
て
は
、
新
規
患
者
の
確
保
、
紹
介
患

者
の
増
加
と
し
て
の
地
域
連
携
の
更
な
る
推
進
、
救

急
患
者
の
増
加
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
救
急
患
者
の

応
需
率
の
向
上
な
ど
、
こ
れ
ら
が
核
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
診
療
単
価
自
体
は
か
な
り
上
昇
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
後
は
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
よ
っ
て
出
来
高
で
あ
る
手
術
増
、
特
に
高
額
手

術
の
増
加
や
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
で
は
特
に
機
能
評
価
係

数
な
ど
の
更
な
る
向
上
、
ま
た
各
種
加
算
を
増
や
す

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
出
削
減
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
が
多
く
の
比
率

を
占
め
て
い
る
た
め
、
改
め
て
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て

い
る
原
因
を
探
り
、
委
託
費
の
削
減
や
非
常
勤
職
員

の
見
直
し
、
診
療
材
料
の
面
と
し
て
は
節
約
と
購
入

価
格
の
交
渉
、
そ
し
て
光
熱
費
な
ど
を
含
め
た
諸
経

費
の
節
約
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

③
医
療
の
質
の
向
上 

　

質
の
高
い
安
心
安
全
な
医
療
の
提
供
が
重
要
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
医
療
安
全
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
活
用
や
啓
蒙
活
動
、
そ
し
て
更
な

る
多
職
種
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
は
委
員

会
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、各
職
場
で
の
「
Ｑ

Ｃ
活
動
（
医
療
の
質
・
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し

て
い
く
改
善
活
動
）」
の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
引
き
続
き
「
接
遇
は
な
ま
る
カ
ー

ド
」
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

病
院
と
し
て
の
存
在
意
義

　

さ
て
、
深
谷
赤
十
字
病
院
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

で
す
が
、
単
に
病
気
に
な
っ
た
人
だ
け
を
診
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
健
康
を
守
る
と
い
う
地
域
基
幹
病

院
と
し
て
の
役
割
を
考
え
る
こ
と
が
長
期
的
展
望
と
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「埼玉心血管カテーテル治療研究会」主催
KCT Live Demonstration 2021　当院で開催

　近年、心血管カテーテル治療の進歩と適応の拡大はめざましく、技術の普及や継承、標準化が求められていま
す。より多くの方を対象とした効率の良い技術教育を行うため、カテーテル手技をオンラインで会場に中継する
ライブデモンストレーションは実際的で非常に有効です。
　この度、埼玉県心血管カテーテル治療研究会の幹事会から、当院を会場としたライブデモンストレーションの
実施が打診され、去る2021年12月4日（土）、院外術者3名（県立循環器・呼吸器病センターの武藤先生、秀和
総合病院の後藤先生、戸田中央総合病院の小堀先生）をお迎えし、『KCT Live Demonstration 2021』が開催
されました。当院医師（循環器科　関口医師、田口医師）がこれに加わり、心臓カテーテル手術と下肢動脈血管
内治療など6例のカテーテル治療を行いました。
　配信はZOOM Webinarを用いて、当日は全国から100名以上が参加。多くの方に技術教育の機会を提供し
たほか、治療を行いながら術者とコメンテーターが質の高いディスカッションを行い、全例、成功裏に終了するこ
とができました。
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循環器科医師の１日
～当院のスタッフの「とある１日」をご紹介します～

密着取材！

外来では、慢性疾患
の継続治療や術後
の経過、療養の指
導、増悪などの患者
さんの治療にあた
ります。
▼患者さんからの声

毎朝行われる内科系
の診療科合同のカン
ファレンスに参加し、
主に救急搬送された
患者さんについての
情報を共有します。

週に１回、循環器科
医 師 、心 臓 血 管 外
科医師と病棟師長

（ハートチーム）が集
まり、循環器病の患
者さんの治療方針に
ついて話し合います。

▼この日は年に
６件ほどしか実
施しない珍しい
手術のため、
若手医師に器具
の使い方等を指
導します。

※DCA（方向性冠動脈
粥腫切除術）を実施。

直径約２～３ｍｍほどのチューブ（カテーテル）を鼠径
部の血管から挿入し、心臓の血管を治療します。

「今痛かったでしょう、血管を切りましたからね。」と患
者さんと会話しながら、繊細な手技を約２時間ほど実
施しました。

検査を行った臨床
検査技師とともに
カルテと画像を確
認し、そ の 後 の 診
断・治療に活かして
いきます。

胸部痛を訴える患者さんが救
急車で搬送されたため、この
日の救急を担当する医師から
引き継ぎ、緊急のカテーテル
検査、治療を行います。

新しく実施する不整脈
治療の事前勉強会に参
加します。
外部講師を招き、医師、
看護師、臨床工学技士、
放射線技師など多職種
約40名ほどが聴講。

病棟の休憩室でお弁当をいただき
ます。食後のコーヒーを飲んでから
カテーテル室へ向かうのが日課で
す。

当院の循環器診療について・・・
　常勤医師７名、内科専攻医１名、非常勤医師１名体制で、入院
加療のほか、循環器外来・フットケア外来・ペースメーカー外来
による診療を行っています。また救命救急センターと連携し、
緊急性の高い治療に対しては24時間の対応をしています。

循環器外来にて診察 内科系カンファレンスに参加

ハートチーム
カンファレンスに参加

心臓カテーテル手術※を実施

心臓超音波検査（心エコー）読影

救急患者対応

不整脈の自主勉強会に参加

昼食休憩

関口　誠
セ キ グ チ マコト

循環器科医師
（第ニ循環器科部長）

9：00～

14：20～

15：00～

17：00～

20：30～

長く関口先生にかかっていて、手術をたいそ
ううまくやってくれました。気さくに話して
くれるし、もう先生にお任せなら大丈夫とい
う安心感があるよ （患者Aさん・60代男性）

8：30～

18：00～

11：50～
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地 域 医 療 連 携 だ よ り

深谷赤十字病院は地域との医療連携に努めています。
　当院は、初期診療や慢性の継続診療などは、「かかり
つけ医」の先生に診ていただき、専門的な検査や診察、
また入院が必要な治療は病院が受け入れるという役割分
担を行っており、地域の皆様が継続して適切な医療が受
けられるような体制を維持しています。

　毎号、医療連携にご協力いただいている医療機関を順
次ご紹介しています。

水越医院

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒369-0203　深谷市普済寺1116-11
048-585-2038
水越 哲也
内科、呼吸器科、アレルギー科、小児科
土曜午後、日曜、祝日、毎月４日
午前９時～12時　午後４時～６時30分
第２金曜午後は４時～６時
土曜午前は９時～12時30分

住 所
電 話
院 長
診 療 科

休 診 日
診 療 時 間

〒366-0051　深谷市上柴町東5-15-14
048-551-0222
足立 英雄
消化器科、内科、外科、
リハビリテーション科
土曜午後、木曜、日曜、祝日
午前９時～12時　午後３時～６時

　日赤を退職後、当地に開業して 23 年目になります。内科一般と小外科、リハビリテーション科を標

榜し、低周波マッサージ、マイクロ波治療、ウォーターベットマッサージ、スーパーライザーによる頚部

交感神経照射等、簡単なリハビリを行っております。モットーは安心と信頼です。

院長先生からのメッセージ

　呼吸器、アレルギー疾患を中心とした内科全般、小児科の一次診療と各種予防接種を行っております。

赤ちゃんからお年寄りまでご家族の皆様が安心して受診できる医療機関を目指し、これからも地域医

療に微力ながら貢献できるように努力していきたいと思います。

院長先生からのメッセージ

あだち医院
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。
　当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹
介状（診療情報提供書）をご持参いただくことをお勧
めします。
　紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合
は、国が定める初診時選定療養費（医科 5,500 円・
歯科 3,300 円）のご負担がなくなります。

寿谷歯科医院

住 所

電 話

院 長

診 療 科

休 診 日

診 療 時 間

〒360-0031　熊谷市末広3-12-10 TSビル１F

048-577-7975

寿谷 光洋

歯科、矯正歯科、小児歯科、口腔外科

第１、第３土曜、日曜、祝日

午前９時～12時　午後２時～７時

佐川医院

住 所

電 話

院 長

診 療 科

休 診 日

診 療 時 間

〒360-0017　熊谷市小曾根745-2

048-524-3939

佐川 尚夫

内科、循環器科

木曜、日曜、祝日

午前９時～午後１時　午後３時30分～６時

土曜午後は５時まで

　熊谷で診療を始めさせて頂き20年が経ちました。お子さんから年配の方まで幅広く来院して頂い
ております。当院では院長自ら歯列矯正を担当し、早くは小児期からの矯正治療を行っています。
全ての治療に関しまして、気軽にご相談にいらして下さい。

院長先生からのメッセージ

　当院は今年で開院47年目を迎えました。生活習慣病のコントロールや感染症の治療、特定検診や
ワクチン接種などを行っております。
　スタッフ一同、親切、丁寧な対応を心掛け、地域の皆様に貢献できるよう精進していきたいと
思っております。

院長先生からのメッセージ
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　当院の所有する放射線機器は、登録医療機関の先生方にご活用いただけるよう「共同利用」の仕組みをとっています。　
共同利用とは、CTやMRI、RI検査など検査を目的とした患者紹介です。当院で検査を行い、放射線読影専門医が速やかに
読影レポートを作成し、診療情報のご提供をさせていただきます。

【検査の流れ】
①登録医療機関の先生から、放射線診断科ダイレクト検査予約担当へ直接お

電話にてお申込いただきます。（日時は患者さんのご都合に合わせてご案内
します。）※お電話と併せて、所定様式を FAX で送信ください。

②ご予約された先生から、患者さんへ検査日時、注意事項などのご説明をお
願いします。

③患者さんが「診療情報提供書」 など必要な書類を持参し、当院へ来院。所定
の検査を実施します。（検査費用をお支払いいただきます。）

④翌日、登録医の先生あて、読影結果、診療情報提供書、データを送付いたし
ます。※検査翌日が病院休診日の場合は、翌診療日となります。

⑤登録医療機関の先生から患者さんへ検査結果のご説明をお願いします。

～当院の放射線機器をぜひご利用ください～

栄養課からの人気食おすすめレシピ
― チョコレートベイクドチーズケーキ ―

　来月は、バレンタインがやってきますね。今年はチョコレートとクリームチーズを贅沢に使った、濃厚な
チョコレートベイクドチーズケーキを焼いてみませんか？混ぜるだけで、とても簡単に本格スイーツがご家庭
でも楽しめますよ♪

イ ン ス タ グ ラム は じ め まし た！
深谷赤十字病院の日常や、患者さまにお伝えしたいことなど
様々な情報を発信していく予定ですので、よろしくお願いいたします。
右記のQRコードより簡単にアクセスできます。

フォローお願いします 最新情報を発信中

★混ぜる時に、空気を入れないように意識して混ぜるときれいに焼きあがります。

①型に、クッキングシートを敷き、チョコチップクッキーを並べる。板チョコは
湯せんにかけるなどして溶かしておく。

②クリームチーズをレンジで30秒から１分くらい加熱して柔らかくし、ゴムベラ
で滑らかになるまで混ぜる。

③②に生クリーム、卵、砂糖、ココア、溶かしたチョコレートを順に入れ、その
都度よく混ぜる。

④③を型に流し入れ、オーブンの鉄板に60度程度のお湯を入れて、200度で
20分焼く。160度に温度をさげて、さらに35分焼く。

⑤粗熱がとれたら型のまま冷蔵庫で一晩じっくり冷やして出来上がり。

・クリームチーズ　 400ｇ
・生クリーム　　　100ｍｌ
・卵　　　　　　　2個　　　　
・砂糖　　　　　　50ｇ

　・ココア　　　　　25ｇ
　・板チョコ　　　　2枚（100ｇ）
　・ブルボンプチチョコチップクッキー　1袋
　＊18cmの型でも作ることができます。

　　　　対象の検査：ＣＴ【単純・造影】 / ＭＲＩ【単純・造影・VSRAD】 / ＲＩ【骨シンチ、ＳＰＥＣＴなど１５種】 / マンモグラフィー
　　　　対象の部位：頭部 / 頚部 / 胸部 / 腹部～骨盤部 / 四肢（骨）

材料 15cm 丸型（底が外れるタイプ）

作り方

＜お申し込み先＞
放射線診断科ダイレクト検査予約担当　（内線：6223）

TEL：048-571-1511（代）

＜お問合せ先＞
地域医療連携課

TEL：048-571-1511（代）　


